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 まず，イソベンゾフラン 3 をモデル分子として反応を行った。すなわち，アリールヨードトリフラ
ート 2 と 3 のTHF溶液に，n-BuLiを作用させたところ，[4 + 2]環付加反応がきれいに進行した。この
段階で反応を停止することなく，反応系中に新たにイソベンゾフラン 5 と n-BuLiを加えて，二度目の
環付加反応を行ったところ，二重環付加体 6 が収率 41%で得られた。また，この反応はメチル基を持

















































	 先述のイソベンゾフラン 16 は，エポキシナフタレン 14 のトルエン溶液に，ジピリジルテトラジン
15 を作用させることによって合成できるが，反応条件によっては，16 ではなく，ジエポキシナフタ
セン 17 を優先して与えることを見出した。すなわち，14 と 15 のトルエン溶液を加熱還流すると， 環
付加体 17 が主生成物として収率 57%で得られた。 
 
	 そこで，この環付加反応の一般性を調べるため，エポキシナフタレン 18 を用いて同様の反応を試
みた。すなわち，18 と 5 のトルエン溶液を撹拌したところ，室温できれいに[4 + 2]環付加反応が進行
し，ジエポキシナフタセン 19 を合成することができた。さらに， 19 を酸性条件で芳香族化すること
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10: R1 = F, 51%
11: R1 = H, 67%
8: R1 = F









12: R2 = CO2Me, 71%






















6: R1 = H, R2 = Ph, 41% (2 steps)
7: R1 = Me, R2 = H, 53% (2 steps)
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3: R1 = H, R2 = Ph
4: R1 = Me, R2 = H
THF
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